
日本産業衛生学会北海道地方会産業保健看護部会 

2023年 5月吉日 

 

～2023 年度 実務研修会のご案内（案）～ 

                                        

会員の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

2019 年から 3 年超にわたり猛威を振るってきた COVID-19 も 5 月 8 日から第 5 類へ移行しました。

これを受け、今年度の実務研修は３年ぶりに対面で実施いたします。 

今回は、札幌市立大学 福田大年先生による協創スケッチ法（クルクルスケッチ）を用いて「働

きやすい職場づくり」について考えるワークショップを企画いたしました。 

いろいろな視野でネガティブ・ポジティブなキーワードを自由に安心して出し合い、発想を広げる

ことができる場にできたらと考えております。 

大変お忙しい中とは存じますが、多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

記 

 

講 演   協創スケッチ法を用いて「働きやすい職場づくり」を考えよう 

講 師 札幌市立大学デザイン学部 講師 福田大年先生 

            

日 時   7月 21日（金） 18：30～20：30 

 

会 場   札幌市立大学サテライトキャンパス 

       札幌市中央区北 4条西 5丁目アスティ 45 12階  TEL:011-218-7500 

    

   対 象   日本産業衛生学会北海道地方会員 

 

参加費   無料 

 

申込方法 

 下記の申し込み先に、件名「研修会申し込み」本文「氏名」を入力し送信ください。 

お申し込みは 7月 7日までにお願いします。 

※下記メールが受け取れるアドレスの使用または設定をお願いします。 

         【申込先】  sangyou.hoken.nsr ＠gmail.com（研修会専用アドレス） 

 

      ※ご不明点がございましたら、下記担当者へメールでお問い合わせください。 

          日本医療大学 

           小宅千恵子 TEL:011-351-6100   

          Mail：sangyou.hoken.nsr ＠gmail.com（研修会専用アドレス） 

協創スケッチ法（クルクルスケッチ）とは、メンバーそれぞれの意見を理解・発展させつつ事業展開するため

に、スケッチの要素を用いたディスカッション法として発案されています。近年は、自己理解・他者理解の手

法としても応用展開されています。 
 

参考：福田大年ら（2020）. 競争スケッチ法による協働的な創造活動生成過程の解明－スケッチを用いた協創

によって発生する現象に関する研究．https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssdj/67/1/67_1_11/_article/-char/ja/ 


